
令和２年度児童生徒におけるスマートフォン等
の利用状況等に関する調査結果の概要

埼玉県教育委員会

１調査の趣旨
県内(さいたま市除く)の学校、小・中・高校生、保護者におけるスマートフォン等の利用実

態や意識等を把握することにより、児童生徒のネットトラブル防止の取組を推進する。

※本調査では、「携帯電話」を「フィーチャーフォン（いわゆるガラケー）、スマートフォン、子供向
け携帯電話（基本的な通話・メール機能やGPS機能のみを搭載しているもの）」とする。また、「スマー
トフォン等」を、「スマートフォン及びインターネットにつながる機器（パソコン、タブレット、ゲー
ム機等）」とする。

２調査時期
令和２年１２月３日（木）から令和３年１月１５日（金）まで



調査対象 調査項目概要

【調査Ⅰ：学校】
小学校(703校)
中学校(357校)
高等学校(161校)
特別支援学校 小学部(37校) 中学部(37校) 高等部(39校)

１．携帯電話に関する基本的指導方針の状況
２．ネットトラブル防止のためのルール作成状況
３．情報モラル教育の取組状況
４．家庭・地域への啓発活動の状況
５．ネットいじめ・トラブルの状況 等

【調査Ⅱ：児童生徒】
小学4年生(4,167名) 小学6年生(4,172名)
中学2年生(2,830名) 高校2年生(2,145名)
※各学校で無作為抽出

１．自分専用の携帯電話を所持している状況
２．平日におけるインターネットの利用時間
３．スマートフォン等を利用する目的
４．スマートフォン等の家庭内ルールの状況
５．ネットいじめやネットトラブルの状況
６．ネット利用における依存傾向の状況 等

【調査Ⅲ：保護者】
小学４年生(2,025名) 小学６年生(2,055名)
中学２年生(1,057名) 高校２年生(481名)
※子どもにスマホ等を持たせている
保護者3名程度(各学校)

１．子供に自分専用の携帯電話を持たせる理由
２．携帯電話を学校へ持込むことに関する意識
３．家庭内ルールに関する状況
４．フィルタリングの利用状況
５．子供のネットいじめやネットトラブルの状況
６．子供がネットを長時間利用することの影響 等

３調査対象（さいたま市除く）・項目概要

※義務教育学校前期課程は小学校、後期課程は中学校で集計 ※高等学校は全日制、定時制、通信制ごとに集計
※特別支援学校の障害種別併置校で、学校における携帯電話の取扱いが別の学校は種別ごとに１校として集計



調査Ⅰ 小・中・義務教育・高等・特別支援学校

教員

児童
生徒が
関与

問１－1 児童生徒の携帯電話の持込み等の基本的指導方針の内容ごとの学校数と割合

特支(高)

特支(中)

特支(小)

高校

中学校

小学校

6校,16.2％

11校,29.7％

171校,47.9％

368校,52.3％

11校,28.2％

18校,48.7％

11校,29.7％

7校,4.3％

184校,51.5％

331校,47.1％

28校,71.8％

13校,35.1％

15校,40.5％

154校,95.7％

2校,0.6％

4校,0.6％

持込み一律禁止 原則持込み禁止（やむを得ない場合例外的に許可） 持込み許可

問１－４ 「原則持込み禁止（やむを得ない場合例外的に許可）」と回答した小・中学校が想定しているやむを得ない場合ごとの学校数と割合
（複数回答可）

25校,7.0%

4校,1.1%

41校,11.5%

42校,11.8%

54校,15.1%

47校,13.2%

61校,17.1%

80校,22.4%

48校,13.4%

49校,7.0%

61校,8.7%

180校,25.6%

63校,9.0%

17校,2.4%

59校,8.4%

175校,24.9%
86校,12.2%

その他

部活動のため下校時間が遅くなる

児童生徒の送迎を保護者等が行っている

登下校中の居場所把握のニーズが強い

病気のため登下校中に体調をくずす心配

公共交通機関を利用して登下校している

学区外から通学している

登下校時、危険箇所で一定時間一人になる

通学距離や通学時間が一定以上ある

小学校 中学校

小学校（学校がやむを得ないと判断した家庭の事情 等）
中学校（冠婚葬祭など該当の日のみの要望 等）

小・中学校では、「持込み一律禁止」「原則持
込み禁止（やむを得ない場合例外的に許可）」
ともにほぼ5割である。

高等学校では、ほとんどの学校が「持込み許
可」である。

特別支援学校小・中学部では、それぞれの学校
に応じ、様々な指導方針となっている。

特別支援学校高等部は、約7割で「持込み許可」
である。

それぞれの学校種の実態に応じて指導方針が運
用されている。

小学校では、「登下校中の居場所把握
のニーズが強い」が最多である。

小・中学校ともに、「登下校時、危険
箇所で一定時間一人になる」の回答が
多い。

中学校では、「学区外からの通学」の
回答も一定数ある。

小・中学校とも、「やむを得ない場
合」として児童生徒の安全面を重視し
ている。



教員

児童
生徒が
関与その他

問２－1 児童生徒のネットトラブル防止のために「児童生徒自身によるネット利用ルールづくり活動」を実施した学校数と割合
※「児童生徒自身によるネット利用ルールづくり活動」は、以下①②を満たす活動である。
① ネットトラブル防止を目的としたルールを学校の教育活動の中で作成すること ② ルール作成時に児童生徒が主体となった活動（学級での話し合いなど）を実施すること

特支(高)

特支(中)

特支(小)

高校

中学校

小学校

19校,48.7％

4校,10.8％

4校,10.8％

44校27.3％

200校,56.0％

376校,53.5％

20校,51.3％

33校,89.2％

33校,89.2％

117校,72.7％

157校,44.0％

327校,46.5％

実施

未実施

問２－３ 「児童生徒自身によるネット利用ルールづくり活動」により作成したルールの内容ごとの学校数と割合（全学校種の合計、複数回答可）

41校,3.1%

310校,23.2%
102校,7.6%

232校,17.4%

245校,18.4%

247校,18.5%

384校,28.8%
290校,21.7%

589校,44.2%

600校,45.0%

516校,38.7%

その他

フィルタリングを家庭の責任で設定

携帯電話のパスワードを保護者が把握

アプリやサービスは保護者の許可を得る

校内外問わず勝手に録音や撮影をしない

ながら使用（歩行中、勉強中、食事中等）禁止

ネットいじめやトラブルは学校等に相談

ネット上の知り合いとの付き合い方を家庭で話し合う

個人情報（自分、他人）を大切に扱う

ネット上のいじめ・誹謗中傷はしない

スマホ等の利用や利用時間等を家庭で話し合う

小・中学校、特別支援学校高等部では、ルールづくり活動の実施
率は5割程度であった。

高等学校では3割以下、特別支援学校小・中学部では1割程度の実
施率にとどまった。

【実施していない理由】

小・中学校 「新型コロナの影響で時間を確保できず」が3割以上

高等学校 「新型コロナの影響で時間を確保できず」が4割以上

特別支援学校 「ネットトラブルを経験している児童生徒が少ない」

「実態から主体となっての話合いが難しい」の理由が多い

学校が作成したルールは、「ネットいじめ」や「個人
情報の取扱い」の内容が4割以上であった。

「家庭で利用について話し合う」ことも約4割の学校が
作成していた。

学校は、ネットいじめの防止や家庭との連携を重視し
ていることが分かる。

（許可なくゲームの課金禁止 等）

調査Ⅰ 小・中・義務教育・高等・特別支援学校



教員

その他

問３－1 情報モラル教育を実施した学校数と割合

35校,92.1%

14校,38.9%

10校,27.8%

128校,79.5%

331校,93.2%

639校,90.9%

36校,92.3%

19校,51.4%

13校,35.1%

153校,95.0%

347校,97.2%

683校,97.2%

特支(高)

特支(中)

特支(小)

高校

中学校

小学校

R2

R1

問４－1 ネットトラブル防止を目的とした教職員
研修を実施した学校数と割合

小・中・高校・特別支援学校高等部のほとんどの学校が情報モラル教育を実施している。

情報モラル教育の取組内容としては、県が作成しているネットトラブル注意報等を授業
で活用している学校が4割強であった。

また、「外部講師による講演会」「教科書を使用しての授業」に約4割の学校が取り組
んでいた。

155校,11.6%

531校,39.8%
203校,15.2%

566校,42.4%

320校,24.0%

514校,38.5%

その他

外部講師による講演会

市町村が示している資料を活用した授業

県が示している資料を活用した授業

文科省が示している資料を活用した授業

教科書を使用しての授業

問３－２ 実施した情報モラル教育の取組ごとの学校数と割合
（全学校種の合計、複数回答可）

問４－２ 教職員研修の方法（抜粋）ごとの学校数と割合（全学校種の合計、複数回答可）

434校,32.5%

215校,16.1%

600校,45.0%

185校,13.9%

102校,7.6%

教職員等による協議

市町村が示している資料を活用した研修

県が示している資料を活用した研修

文部科学省が示している資料を活用した研修

外部講師による講演会

小・中学校の7割強がネットトラブル防止を目的とした教職員研修を実施している。

教職員研修の方法としては、県が示している生徒指導ハンドブックI’s2019やネットト
ラブル注意報等を活用している学校が4割強であった。

（NHKの教材を活用した授業 等）

19校,50.0%

18校,50.0%

18校,50.0%

90校,55.9%

275校,77.5%

482校,68.6%

13校,33.3%

12校,32.4%

13校,35.1%

62校,38.5%

264校,73.9%

513校,73.0%

特支(高)

特支(中)

特支(小)

高校

中学校

小学校

R2

R1

調査Ⅰ 小・中・義務教育・高等・特別支援学校



教員

その他

問５－1 ネットトラブル防止を目的とした家庭・地域への啓発
活動を実施した学校数と割合

問６－２ 児童生徒のスマートフォン等の使い方に関する取組について困っている事の内容ごとの学校数と割合（全学校種の合計、複数回答可）

18校,1.3%

24校,1.8%
252校,18.9%

50校,3.7%

104校,7.8%

418校,31.3%

773校,57.9%
212校,15.9%

816校,61.2%

その他

教職員の意識が低い

取組を推進する時間の捻出が困難

適切な外部講師が見つからない

情報モラルの効果的な授業の行い方が分からない

ネット依存傾向の児童生徒への支援方法が分からない

家庭の意識が様々で啓発が難しい

教員より児童生徒の方がスマホ等を扱うスキルが高い

児童生徒のネットいじめやトラブルの把握が難しい

問５－２ 実施した家庭・地域への啓発活動の内容（抜粋）ごとの学校数と割合
（全学校種の合計、複数回答可）

218校,16.3%
301校,22.6%

274校,20.5%

424校,31.8%

783校,58.7%

341校,25.6%

711校,53.3%

284校,21.3%

213校,16.0%

児童生徒による働きかけ

学校のホームページに注意喚起資料を掲載

家庭訪問や各種面談での啓発

各種行事（PTA 行事含む）・保護者会での啓発

学校便り等の家庭向け文書の配布

市町村が示している資料の配布等

県が示している資料の配布等

文部科学省が示している資料の配布等

外部講師による講演会

小・中学校のほとんどがネットトラブル防止を目的とした家庭・地域への啓発活動を実
施している。

家庭・地域への啓発活動の内容としては、学校便り等の文書配布や県が作成している
ネットトラブル注意報等の配布が５割を超えていた。

（歩きスマホ等利用マナー 等）

「児童生徒のネットいじめやトラブルの
把握が難しい」「家庭の意識が様々で啓
発が難しい」と回答している学校が6割
である。

ネット上の児童生徒の様子の把握は学校
だけでは難しく、家庭との連携が更に必
要な状況となっている。

「ネット依存・ゲーム障害傾向の児童生
徒への支援方法が分からない」と回答し
た学校も3割であった。

25校,65.8%

18校,50.0%

17校,47.2%

112校,69.6%

329校,92.7%

643校,91.5%

26校,66.7%

16校,43.2%

18校,48.6%

111校,68.9%

338校,94.7%

667校,94.9%

特支(高)

特支(中)

特支(小)

高校

中学校

小学校

R2

R1

調査Ⅰ 小・中・義務教育・高等・特別支援学校



教員

問７－1 ネットいじめやトラブルを認知・把握した学校数
と割合

18校,47.4%

6校,16.7%

1校,2.8%

104校,64.6%

308校,86.8%

331校,47.1%

16校,41.0%

2校,5.4%

2校,5.4%

94校,58.4%

295校,82.6%

435校,61.9%

特支(高)

特支(中)

特支(小)

高校

中学校

小学校

R2

R1

問８－１ （高等学校・特別支援学校のみ）児童生徒所有のICT機器
の持込みを許可し、授業等で利用している学校数と割合

問７－２ 学校が認知・把握したネットいじめやトラブル（抜粋）の内容ごとの
認知・把握件数（全学校種の合計、複数回答可）

22件

86件

87件

1,283 件

21件

87件

55件

64件

105件

105件

228件

1,491 件

⑧過度の使用による依存症等の診断

⑦過度の使用により学校で個別の保健指導

⑥ネット上で知り合った人からの誘い出し被害

⑤ネット上でのなりすまし被害

④自画撮り被害（加害含む）

③悪ふざけなど不適切な投稿

②児童生徒の個人情報の流出

①ネット上での児童生徒間での悪口、仲間外れ

R2

R1

ネット上での悪口や仲間外れが200件増加した。
ネットを介したわいせつ事案の被害にあっている可能性のある児童生徒が一定数いる。
ネットの過度な使用が健康に影響している児童生徒も一定数いる。

※②③⑥⑦は、令和元年度では調査し
ていないので空欄

12校,31.6%

6校,16.7%

3校,8.3%

95校,59.0%

20校,51.3%

13校,35.1%

13校,35.1%

81校,50.3%

特支(高)

特支(中)

特支(小)

高校

R2

R1

問８－２ 授業等で児童生徒所有のICT機器を利用している内容（抜粋）ご
との学校数と割合（高等学校・特別支援学校の合計、複数回答可）

30校,10.9%

32校,11.7%

47校,17.2%

42校,15.3%

57校,20.8%

93校,33.9%

83校,30.3%

プレゼンテーション

話合い・意見交流

動画視聴

画像・動画撮影

学習アプリ

情報検索

課題やアンケートの提示、回収、返却等

高等学校では5割の学校が生徒所有のICT機器を授業等で利用している。
特別支援学校では、児童生徒所有のICT機器の授業等での利用が急増している。

令和元年度と比較すると、小学校でネットいじめやトラ
ブルの認知・把握が急増している。

調査Ⅰ 小・中・義務教育・高等・特別支援学校



調査Ⅱ 児童生徒（小学4年生、小学6年生、中学2年生、高校2年生）

教員

問１ 自分専用のスマートフォンの所持率

96.0%

68.4%

32.3%

98.7%

84.8%

59.7%

41.2%

99.2%

86.4%

62.5%

44.1%

高２

中２

小６

小４

R2

R1

H30

問２と６－１から 平日1日3時間以上ネットを利用する児童生徒と
3時間未満の児童生徒のネットトラブル経験率

問２ 平日1日3時間以上ネットを使用する割合

※H３０は未実施

7.3%

10.1%

9.8%

7.3%

13.2%

22.5%

21.6%

18.6%

高２

中２

小６

小４

3時間以上

3時間未満

問３－２ スマホ等を利用する目的（抜粋）ごとの割合（複数回答可）

平日3時間以上ネットを利用する児童生徒の方が3時間未満の児
童生徒よりもネットトラブルを多く経験している。

各学年で所持率は
上昇している。

32.4%

19.3%

12.8%

50.8%

26.8%

19.2%

10.2%

54.2%

27.5%

23.3%

11.1%

高２

中２

小６

小４

R2

R1

H30

各学年で1日に3時間以上ネット
を使用する割合は上昇している。

特に、高校2年生になると1日3
時間以上の使用は5割強となっ
ている。

39.6%

68.6%

93.3%

48.7%

83.4%

86.3%

11.8%

63.2%

87.3%

47.5%

81.8%

79.8%

4.6%

61.2%

73.6%

38.7%

65.1%

53.6%

2.3%

50.3%

53.7%

25.9%

33.6%

31.2%

ショッピング

ゲーム

音楽・動画鑑賞

勉強・学習

情報検索

メール、SNS等

小４

小６

中２

高２

学年が進みにつれ
てスマホ等の使用
用途の幅が広がっ
ている。

スマホ等の使用が
児童生徒の生活の
一部となっている。

※H３０は未実施



調査Ⅱ 児童生徒（小学4年生、小学6年生、中学2年生、高校2年生）

教員

問４ よく使うアプリやサイト（抜粋）ごとの割合（複数回答可） 問５－１ 家庭におけるスマートフォン等利用のルールがある割合

30.3%

68.1%

72.2%

25.0%

67.6%

74.6%

70.1%

29.2%

70.6%

76.8%

70.9%

高２

中２

小６

小４

R2

R1

H30

中学2年生までは約3
割、高校2年生では約
7割の家庭でスマート
フォン等利用のルール
がない。

家庭のルールを守ってい
る方がネットトラブルを
回避しやすい。

55.6%

26.2%

42.8%

88.5%

68.1%

53.7%

91.8%

21.3%

82.1%

52.9%

11.0%

39.0%

82.4%

37.6%

30.8%

84.4%

20.9%

82.5%

47.3%

6.9%

28.7%

69.8%

9.7%

10.0%

58.2%

17.8%

68.5%

35.8%

4.8%

14.4%

52.7%

2.5%

2.5%

36.0%

15.8%

42.0%

ゲーム

amazon

TikTok

YouTube

Instagram

Twitter

LINE

学習アプリ

検索サイト

小４

小６

中２

高２

小学4年生の5割強がYouTubeを利用。

小学6年生では検索サイトやLINEの利用が急増。

中学2年生、高校2年生ではTwitterやInstagramの利用が急増。

学年が進むにつれて個人的な使用から、ネット上で多くの人と
つながる使用となっている。

※H３０は未実施

問５－３と６－１から
家庭のルールを守っている児童生徒と家庭のルールを守っていない児童生徒

のネットトラブル経験率

10.7%

13.6%

12.3%

8.0%

17.5%

29.2%

30.9%

24.6%

高２

中２

小６

小４

守っていない

守っている



調査Ⅱ 児童生徒（小学4年生、小学6年生、中学2年生、高校2年生）

教員

問６－１ ネットトラブルにあった割合

問６－２ ネットトラブルにあった割合から試算したネットトラブル（抜粋）を経験した見込み人数

小学校中学年で約3,500人以上がネットいじめを受けている可能性がある。

ネット上での自画撮り被害や誘い出し被害にあったまたはあう可能性のある児童生徒が一定数いる。

ネットの使い過ぎで健康が損なわれたと思われる児童生徒が多い。

問６－３ ネットトラブルにあった時の解決手段（抜粋）の割合
（全学校種の合計、複数回答可）

5.6%

8.8%

4.9%

5.7%

6.5%

5.7%

4.0%

10.5%

13.3%

12.1%

7.7%

高２

中２

小６

小４

R2

R1

H30

※H３０は未実施

ネットトラブルを経験して
る児童生徒が急増している。
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ネ
ッ
ト
上
で
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お
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の
ト
ラ
ブ
ル
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に
言
わ
れ
て
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写
真
を

送
っ
て
し
ま
っ
た

他
の
人
が
自
分
に

な
り
す
ま
し
た

ネ
ッ
ト
で
知
り

合
っ
た
人
か
ら

「
会
わ
な
い
か
」

と
誘
わ
れ
た

変
な
画
像
、
し
つ

こ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

送
信

使
い
す
ぎ
で
睡
眠

不
足

使
い
す
ぎ
で
視
力

低
下

小・中学年 小・高学年

中学校 高校

※見込み人数の出し方 該当学年の国公私立児童生徒数×ネットトラブルを経験した割合

2.1%

1.3%

1.6%

1.0%

2.8%

4.8%

2.1%

スマートフォン等の利用を控えた

病院を受診した

学校の友達に相談した

学校の先生に相談した

家族に相談した

がまん（ブロック、無視等）した

相手と話し合った

ネットトラブルを自力で解
決したり、がまんしたりし
ていることが多い。

学校への相談は、家族や友
人よりも少ない。



調査Ⅱ 児童生徒（小学4年生、小学6年生、中学2年生、高校2年生）

教員

問７－１ 自分の個人情報をSNS等に掲
載している割合

問８－１ スマートフォン等の使い方を学校の授業などで
教えてもらった割合

問７－２ 中学2年生と高校2年生が掲載している個人情報（抜粋）の内容ごとの割合（複数回答可）

47.6%

34.3%

13.4%

5.0%

高２

中２

小６

小４

学年が上がるにつれて、個人情報を
SNS等に掲載している割合が高くなっ
ている。

16.5% 17.6% 17.1%
19.1%

2.4%

7.5%
9.5% 11.6%

12.3%

0.3% 1.1% 1.9%
3.7%

29.7%

21.6% 24.1% 24.3%

7.6%

15.5% 13.1% 15.5% 17.6%

0.6% 1.6% 2.5%

12.8%

名
前

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

性
別

年
齢
・
誕
生
日

学
校
名

学
年
・
学
級

ク
ラ
ブ
・
部
活
動

趣
味

好
き
な
も
の

住
所

電
話
番
号

メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
ア
カ
ウ
ン
ト

顔
写
真

中２ 高２

全学年において学校での指
導により新しい気づきの
あった児童生徒の方がネッ
トトラブルを回避している。
特に小学4年生では顕著で
ある。

名前、性別、年齢などの基礎的な情報を掲載している割合が高い。

住所、電話番号、メールアドレス、顔写真等、流出しては困る情報を掲載し
ている生徒も一定数いる。

61.2%

83.6%

77.3%

50.3%

高２

中２

小６

小４

調査Ⅰでは、情報モラル教育をほぼ全ての学校が実施し
ていると回答したが、児童生徒からは、学校で教えても
らっていると回答している結果に差がある。

学校は、児童生徒の意識に残る取組を行う必要がある。

問８－３と６－１から
学校での指導を受け新たな気づきがあった児童生徒と気づきがなかった児童

生徒のネットトラブル経験率

11.1%

13.5%

12.9%

8.9%

16.7%

17.1%

17.0%

21.3%

高２

中２

小６

小４

気づきなし

気づきあり

※ 「新しい気づき」 例：使い過ぎの怖さを改めて知った。SNS等を使うときの注意事項が分かった。等



調査Ⅱ 児童生徒（小学4年生、小学6年生、中学2年生、高校2年生）

教員

問９ インターネットの使用（オンラインゲーム含む）に関する意識毎の割合（全学校種の合計、複数回答可）

42.5%

6.8%

1.9%
2.4%

25.8%

5.8%

17.9%

16.6%

22.1%

上記項目にあてはまるものなし

トラブルや嫌な気持ちを解消するためにネットを使用する

ネットを使っていることを隠すために、家族や先生などにうそをついたことがある

ネットのために、友達関係や学校生活に悪い影響があった

はじめ考えていたよりも長い時間ネットを使用している

ネットの使用時間を短くしたり、完全にやめようとしたりしたとき、落ち着きのなさ、不機嫌、落ち込み、またはイライラなどを感じる

ネット使用の時間を減らしたり、完全にやめようとしたりしたが、うまくいかなかったことがたびたびある

満足を得るために、ネットを使ってる時間がだんだん長くなっている

ネットに夢中になっている（例えば、前にネットでしたことを考えたり、次に接続するときのことをワクワクして待っていたりするなど）

「ネットに夢中」であったり、
「ネットの使用時間のコントロール
が難しい」と回答したりしている児
童生徒が2割強であった。

問９関連 ネット依存の疑い（問９の質問で5項
目以上の回答）のある児童生徒の割合

※上記８つの質問項目は、インターネット依存」の概念を提唱したピッツバーグ大学のキンバリー・ヤング博士が作成したスクリーニングテストから引用
しています。この8項目中5項目に当てはまった場合、依存症の疑いがあるとされています。

4.5%

4.6%

3.0%

1.7%

高２

中２

小６

小４

問９関連 ネット依存の疑いのある児童生徒の見込み人数
※見込み人数の出し方
該当学年の国公私立児童生徒数×ネット依存の疑いのある児童生徒の割合

7,518 

8,568 

3,786 

2,018 

高校

中学校

小・高学年

小・中学年 小学校高学年の約３％、中
学・高校生の約４％はネッ
ト依存の疑いがある。

小学校中学年でも、ネット
依存の疑いのある児童は、
県内で2,000人程度いる可
能性がある。



実施
している

実施
していない

調査Ⅲ 保護者（小学4年生、小学6年生、中学2年生、高校2年生）

11.4%

23.5%

48.9%

64.2%

60.1%

78.0%

68.0%

93.1%

40.1%

13.8%

15.4%

33.7%

56.2%

27.4%

50.9%

48.2%

90.5%

47.1%

7.4%

12.6%

5.3%

29.3%

25.6%

46.5%

47.7%

89.6%

54.8%

2.8%

8.1%

2.3%

12.3%

21.8%

39.0%

46.1%

83.4%

55.4%

子供にせがまれたから

学習に役立てるため

部活動等での連絡手段

友達との連絡手段

体調急変時の緊急連絡手段

災害時の緊急連絡手段

帰宅時の連絡手段

家族との連絡手段

子供のいる場所の把握

小４

小６

中２

高２

問１ 子供に自分専用のスマートフォンや携帯電話を持たせる理由
（抜粋）ごとの割合（複数回答可）

多くの家庭が「家族との連絡手段」のためにスマートフォンや携帯電話を
子供に持たせている。高校生では、通学などにおける緊急時の連絡手段を
理由とする回答が小・中学校よりも多い。

中学2年生から、「友達や部活動等での連絡手段」の回答が急増している。

高２

中２

小６

小４

1.9%

14.6%

12.5%

14.5%

1.0%

85.1%

86.5%

82.7%

97.1%

0.4%

1.0%

2.8%

持込ませたい 持込ませたくない 既に持込んでいる

問２－２ 子供の携帯電話を学校に持込ませることの意識ごとの割合

小・中学校では、持込
ませたいニーズは一定
数あるが、大多数の保
護者は持ち込ませたく
ないと考えている。

高校では、既に持込ん
でいる生徒がほとんど
である。

問３－１ 子供とスマートフォン等を使うルールを決めている割合

62.0%

89.2%

91.4%

87.4%

高２

中２

小６

小４

小・中学校では、ほぼ
9割の家庭でルールを
決めているが、高校で
は、6割程度である。



実施
している

調査Ⅲ 保護者（小学4年生、小学6年生、中学2年生、高校2年生）

問４－１ 子供のスマートフォン等にフィルタリング等のサービス
を利用している割合

小・中学校ではフィ
ルタリング等の利用
が微減している。

高校では、減少傾向
となっている。

調査Ⅱの児童生徒の回
答と比較すると、全て
の学年で保護者の方が
ネットトラブルを把握
する割合は低い。

問５－１ 子供がネットトラブルにあった割合

2.9%

6.9%

9.2%

5.2%

高２

中２

小６

小４

【保護者が把握している主なネットトラブル】

・学校の友達などからの悪口や仲間外れ ・ゲーム内でのトラブル

・一般の人からの悪口、冷やかし

・変な画像やしつこいメッセージの送信

54.5%

67.6%

52.9%

46.3%

69.6%

72.2%

68.5%

43.0%

68.6%

70.3%

64.9%

高２

中２

小６

小４

R2

R1

H30

※H３０は未実施

問６－１ 子供が長時間スマートフォン等（オンラ
インゲーム含む）を利用している割合

63.6%

58.3%

45.5%

32.5%

高２

中２

小６

小４

小学4年生で3割以上の保護者が、子供
の長時間利用を把握している。

学年が上がるにしたがって、長時間利
用する児童生徒は増えている。

4.7% 6.0%
5.5% 3.9%

2.6%

5.2%

1.5%

7.2%

9.6% 11.0%

7.6% 4.4% 6.4%

7.9%

2.3%

10.4%

14.3% 16.9%
11.2%

6.1%
9.6%

5.9%

11.4%

8.2%

15.4%

16.8%

8.9%

4.0% 6.2%

4.0%

8.7%

6.9%

生
活
が
不
規
則
に

な
っ
た

視
力
が
低
下
し
た

姿
勢
が
悪
く
な
っ

た

家
庭
の
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ル
を

守
ら
な
く
な
っ
た

家
族
と
の
会
話
が

少
な
く
な
っ
た

家
か
ら
あ
ま
り
出

な
く
な
っ
た

学
力
が
低
下
し
た

知
恵
や
知
識
が
つ

い
た

小４ 小６ 中２ 高２

問６－３ スマートフォン等の長時間利用で子供に見られた変化（抜粋）の内容ごとの割合
（複数回答可）

長時間利用により、健康面等での悪影響があったとする反面、知恵や知識がつ
いたという肯定的な回答も見られた。



実施
している

調査Ⅲ 保護者（小学4年生、小学6年生、中学2年生、高校2年生）

問７－１ 子供のスマートフォン等の使い方について説明を受けた
り、学んだりした割合

子供のスマートフォ
ン等の使い方につい
て保護者が説明を受
けたり、学んだりし
た割合は、小・中学
校で約5割程度、高
校では3割に満たな
い。

保護者の意識啓発の場面では、学校からの配布資料（県のネット
トラブル注意報含む）が最多であった。

また、自ら学び、子供のスマートフォン等の利用に関する意識を
高めている保護者も一定数いる。

問７－２ 子供のスマートフォン等の使い方について説明を受けた場面
（抜粋）ごとの割合（複数回答可）

9.0%

11.7%

22.5%

11.5%

13.0%

機器契約時の店員の説明

自ら学んだ（本、ネット等）

学校から配布される資料

学校での保護者会等

学校での外部講師による講演会

26.8%

48.4%

50.9%

42.1%

高２

中２

小６

小４


